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水

温

大

，切

は

み

過
大
で
あ
り
ま
す
が
こ

れ
は
相
当
量
の
無
駄
使

い
が
あ
る
も

の
?
と
思
わ

れ
ま
す
。
夏
季
の
減
水

ば
ポ
ン
プ
揚
水
の
み
で

限
度
が
あ
り
ま
す
の
で

滋
賀
が
多
け
れ
ば
飲
料

水
が
不
足
す
る
こ
と
に

を
り
ま
す
。
水
道
水
を

遺
路
又
は
庭
悶
等
に
撒

水
す
る
こ
と
は
絶
対
や

め
て
、
節
水
に
御
協
力

下
さ
い
。

れ

り

ん梅
雨
明
け
の
大
掃
除

どと

も

~ 
く

よ

梅
雨
明
け
か
ら
文
字
花

、で

か
け

て
護
生
す
る
惇
染
病
一
A

品
質
施
要
領

之
主
に
赤
刷
、
疫
痢
、
食
一

ハロ
家
屋
内
外
の
清
掃
懇
願

中
毒
、
日
本
脳
炎
の
流
行
一
川
「
は
え
」
「
か
」
の
発

期
と
な
り
ま
し
た
。

叉
こ
一

生
阪
の
除
去
と
防
止
、

れ
か
ら
O
媒
介
源
で
あ
る
干
刷
/

一

h

、

「
ど
「
は
え
」
も
、
こ

M
f
'トゎ
μ

.

、

の
時
期
を
仔
ろ
多
護
し
ま
選
λ

、M涌噛¥

す
の
で
、
此
D
萄
主
害
虫

)

有

N
泊

r

の
喪
主
場
所
を
徹
底
的
に
戸
川
』
/

/

{
W

Z

処
理
撲
域
し

て、

そ
心
地
球
『ーレ

/

/

F

一

防
を
ほ
か
る
た
め
、
左
記
叶

/FV『

実
地
要
領
巴
基
い
て
、
雨

-y
iハ
W
K

期
明
け
の
大
清
掃
を
資
施
時
内
、

J
J
t

刊
一
し
ま
す
の
で
、
市
民
各
位
品

z

h
寸
前

旬
一
の
御
協
力
を
御
願
い
し
ま

Y
F
ヘL

〈

一す
o

A

凶

V

・A
・

一
A
費
地
期
間
:・七
月
二
十

/r

一
六
回
か
ら
八
月
四
日
ま

ロ
unu 

n月年nu 
和昭 ナゴ政市本f

請

書

は

大

J
r
d
者
の
更
生
指
導
所

長
崎
勝
身
休
障
害
者
更

生
指
導
所
第
二
期
入
所
生

を
左
記
吃
よ
り
募
集
し

て

お
り
ま
す

の
で
、
該
営
者

で
入
所
を
希
望
さ
れ
る
万

)
-
は
市
隅
枇
事
務
所
ま
で
、
・

一
一

御
巾
出

F
3
い。

(

一
H
入
所
締
切
は
ご・
十
一
日

一

健
全
指
導
所
必
着
と
な

一
っ
て
お
り
ま
す

の

σ、

市
民
各
位
へ
の
お
知
ら

せ
は
、

す
べ
て

「市
政
だ
よ
り
」

で
ナ
。

速
や
か
仁
配
付
の
上
、 自立侭遜貯署管理動

A
消
火
栓
の
使
用
は
許
可

を
受
け
て
か
ら

消
火
栓
は
消
火
以
外
に

は
絶
対
に
使
用
す
る
こ

'
と
は
出
来
ま
せ
ん
・
消

防
演
習

の
場
合
は
事
前

K
市
長

の
許
可
を
嬰
し

ま
す
。

A
諸
届
け
を
確
寅
に

C
名
儀
の
変
貝
、
人
員

の
異
動
等
は
直
ち
に
お

周
け
願
い
ま
す
。

。
持
出

の
際
は
必
ら
守

共
の
旨
を
届
け
出
て
、

当
日
迄

の
使
用
料
を
納

入
し
て
下
さ
い
。

ム
水
道

の
水
は
指
定
さ
れ

み
た
用
途
以
外
K
こ
れ
を

使
用
し
、

或
は
他

K
分

興
、
販
賀
す

る
こ
主
怯

出
来
ま
せ
ん
。

ム
新
設
増
設
工
事
は
必
?

届
出
を

給
水
用
具
は
原
則
'と
し

て
、
市
に
於
て
供
給
し

工
事
を
施
行
す
る
こ
?と

に
た
っ

て
居
り
、
無
届

け
で
新
設
、
増
設
、
変

設
等
の
水
道
工
事
止
し

な
い
よ
う
御
注
意
闘
い

ま
す
ロ

ム
滞
納
を
な
く
し
ま
し
ょ

‘フ現
行
料
金

は
切
ゎ
つ
め

ら
れ
た
最
低
限
度
の
料

金
で
あ
り
、
三
れ
が
滞

納
は
直
ち
に
経
営
商
忙

影
響
設
し
ま
ず
か
ら
、

料
金
は
滞
り
在
〈
納
め

て
戴
く
よ
う
御
願
い
致

し
ま
す。

A
そ
の
他
不
審
、
御
気
付

の
点
は
北
ハ
の
都
度
水
道

課
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ

い

。

ハ

水

道

課

〉

公

民

館

職

員

の

繭萱竹史大三鈴

Eま淑 松村村浦田 原

採
用
は
八
用
下
旬j

講

習

A 
:zs竜

各

地

区

毎

に

開

催

市
教
育
員
会
で
は
郷
土

一

振
興

の
州拠
点
で
あ
る
公
民

一七
月
サ

二
日
(
金
)

館
前
動
を
前
澄
に
す
る
た

一

九
時
よ
り

め
、
市
内
問

O
の
部
落
公

一七
月
廿
五
日
(
月
)

開
館
門
幹
部
職
員
。
講
習

一
七
月
廿
七
日
ハ
水》

曾
を
各
地
区
毎
K
開
催
し
一
七
月
廿
九
日
門金
)

公
民
館
運
営
に
つ

い
て
の一

七
月
叶

一
日
ハ
日
)

あ
わ
方
、
方
法
等
を
指
導

一八
月
三
日
八
水
)

す
る
こ
?
と
h
な
っ
た
の
で
'
一八
月

五

日ハ
金
)

関
係
者
多
数
の
参
加
を
呼

17

1

八
月
八
日
(
月
〉

び
か
け
て
い
る
。
日
程

t
ι

次
の
通
り

o
UJ
長
路
一

農
薬
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御
注
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廓立大村悶郵分場で検出用とし栽培された百合。新品種

よ
く
お
讃
み
下
さ
い
。

り」運動郡中の「ハエ之

皆
様

の
日
常
生
活
に
直

結
す
る
水
道
は
、
申
す
ま

で
も
な
く
皆
様
全
体
の
た

め
の
水
道
で
あ
り
こ
れ
主

よ
り
よ
き
水
道
に
す
る
た

め
に
、
皆
様
方
の
公
徳
心

便
所
の
落
し
口
、
汲
取
一
に
訴
え
て
、
次
の
三
と

に

口
、
ご
み
箱
に
は
完
備
一
協
力
下
さ
る
よ
う
御
腕
い

し
た
査
を
を
し
、
台
村
一
致
し
ま
す
。

}
一
ム
無
駄
使
い
を
中
め
ま
し

流
し
場
、
下
水
溝
は
清
一
;

潔
に
保
持
す
る
。
一
J
う

同
ね
令
-O
の
巣
を
取
り
除
一
夫
一
村
市
D
平
均
使
用
量

き
出
入
す
る
穴
を
防
ぐ

一

は
白
川
崎
川
川
崎
仏
門

同信
r
光
泊
毒
を
吋
洲
一
鑓
似
登

録

申

直
射
に

一
時
間
以
上
あ
一

て

る

。

一

同
県
下
左
ど
漁
無
が
あ
る

一

至

急

提

出

を

マ

と
こ
ろ
に
は
、
砂
ぞ
石
一
基
本
選
挙
人
名
簿

の
登
一お
り
ま
す
の
で
、
決
れ
た

友
を
ま
き
乾
燥
さ
せ
る
一
銭
資
格
調
査
申
請
書
の
提
一
く
提
出
し

て
下
苫
い
。

岡
山
迫
路
の
清
掃
や
溝
や
小
一
同
に

つ
い
て
は
既
に
御
承
一

生
相
申
請
書
が
お
手
元

川
の
清
潔
保
持
。
一
知
の

ZB:存
じ
ま
す
が
一
に
届
い
て
い
た
い
方
は
選

ハ
保
険
衛
生
課
)
一
来
、
江
提
出
さ
れ
亡

い
在
い

一
器
管
理
委
員
曾
又
は
出
張

一
方
は
、
提
出
期
限
が
七
月
一
所
に
申
出
て
下
さ
い
。

i
!
i
1
i七
汁
五
月
じ
h

ロ
ド
1(浄
器

管

理

江

作

一

及
び
職
業
能
力
等
の
判
一

を
必
要
三
し
在
い
も
の
一
⑧
職
能
訓
練
:
・
巧
敵
性
訓
一
①
訓
練
に
要
す
る
経
費
は

一
①
入
所
願
書

:
i
t
:

一

定

に

基

い

て

更

生

の

方

一

@

騒

務

室

内

修

了

以

上

の

一

練

一

無
料

一
②
健
康
診
断
書

一
法
、

遺
程
を
指
導
す
る
一

壊
力
を
有
す
る
十
八
才
一
⑨
職
業
基
礎
訓
練
:
洋
裁
一
②
寮
費
と
し
て
食
事
の
み
一
①
履
歴
書

入

所

希

望

者

は

7
月

甥

日

え

で

ご

一

え

だ

、
そ

の
身
体
陣
一

以

上
の
者
で
、
枇
曾
的
一
ハ
洋
服
て
ラ
ジ
オ
組
一
実
由
貿
ハ
月
二
千
円
程
度
一
⑨
戸
籍
抄
本

t
一
害
者
の
方

ι入
所

3
せ
一
更
生
意
欲
が
あ
る
主
認

一

立
、
時
計
修
理

一

d

徴
牧、

但
し
生
活
保

一
な
お
入
所
願
書
は
市
一
同
一
世

七
月
二
十
八
日
ま
で
陀
一
て
庭
生
に
必
要
な
指
導
一
め
ら
れ
る
も

の

一

⑨
生
前
訓
練
・;一

般
教
養
一

誕
法

に
よ
る
被
保
護
者
一
事
務
所
に
あ

り
ま
す
一

一

巾
出
下
さ
い
。
一
及
び
職
業
訓
練
を
行
、
、
一
⑨
当
分
の
問
女
子
は
通
所
一
日
常
生
活
。
規
正
一
の
食
費
に
つ
い
て
は
こ

一
e

ハ
問
祉
事
務
所
ニ

同
更
生
指
導
所
と
は
身
体
一
空
L

す
。
現
在
「
長
崎
一
の
み
忙
限
る
一
剛
入
所
期
間
・
:
一
年
以
内
一
れ
を
免
除
す
る
こ
と
が
ザ
け

1
1
1
i
i
j
i
一

障
害
者
の
方
が
、
自
分
一
市
竹
之
久
保
町
」

に
あ
一
同
一
収
容
所
定
員

一回

入

所

期

日

一

で

き

る。

-
一団

大

村

小

学

校

で

は

で
自
分
の
現
在
の
障
害
一

り
ま
す
。

一

①

寄

宿

生

・

:

二
O
名

一

昭
和
三
十
年
九
月
初
旬
一
①
寝
具
そ
の
他
の
臼
常
生

一
七
月
二
十
日
、
ら
受

印
刷
一
一
前
十
日
れ
刊
一
叫
一
位
認
募
集
要
領
有
一
印
刷
計
十
恥
名
一
問
時
間
一
詔
一
取
材

M
h計
一
一
一…

t
z
j
u
hト川一
一

で
き
る
よ
う
、
身
休
隙
一
①
身
体
障
害
者
手
帖
を
も一

④
貫
生
医
療
・
:
職
能
整
形

一@
間
接
選
考
(
場
所
は
追
一
要
d

は
本
人
持
参
と
す

一
一
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
…
一

害
者
の
方
の
相
談
巴
賂
一
っ
て

お
ら
れ
る
肢
体
不
一

外
科
的
治
療
、
理
感
的
一

っ
て

指

示

)

一

る

ロ

一
…
で
お
知
ら
せ
し
奮
す
…
一

じ
廃
車
川

心
底
事
的
一

自

山
者
で
あ
っ
て
介
護
一
療
法
、
運
動
療
法

同

経

費

一

④

入

所

に

必

要

な

書

類

一
に

i
j
1
4
l
i
-
-
ど

がで力事有」市 ル「ね しを さ号。は事
今 あ閤校力 に建街モが、組員 保生佼 郡
'Uる体協なも 設生 デねか織曾健徒で中

ー 持で把獲 D 日s動識に:t:防同
一~~あ 参 現百さ好まをし犬なの零
庁万をけ在し物丘れ成で六「切く た員
山内とをお?とは万た続実 月はです め 会
.J:).子り挙段。大九「を施ー えある吃に
ヒ匹 、級高 村千はあ、日」るこは於
々を111.1工の 保じえけ7裂か の こと「て
呂筆人十成 健十」吃想ら撲 とがは赤
、 W~ c:;時積 所 ーは。以 三被を非え痢
丘には余を 陀匹'度捕 k十選 認常 L 'f.象

御す 喜佼 す赤デ」も三
知のば協る痢 ル の とのう千
らでし 力三 j泉街撲に主良匹

ハせ、い関三防生滅 ~'I・ う い以
保し市こ体はの建を踊吃 成 h
険ま民とと 、 た設実i'J'~ 組県 三
術すのでし優め ー施f'r:織を八
生。皆あて秀に並し 「活あ名
1m! 様り誠な努 び「は動けさ
、 K まに串力にそ えの?と い

トμ百万匹 1/を超え るナン

自
衛
官
の
第
一
共
試
験

ハ
六
月
一

日

t
七
日
)
陀

受
験
ぎ
れ
た
方
の
採
用
は

七
月
下
旬
と
た
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り

八
月
中
旬
以
降
に
延
期
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ハ
市
民
課
)

7月15日から 7月初日まて
は市，騨、完税第一期分D納期です。

志、札在いよう z納めま し上 う。

も泣路も橋納税で

学校も

火

L乃

用

』仏、

新

生

活

を

実

行

し

よ

う
(税務課)
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(第74号)

巡
回
連
絡
調
整

官
余
受
持
員
は
年
二
週

を
基
準
と
し
て
、
前
項

。
目
的
D
た
め
に
受
持

区
内
を
巡
回
連
絡
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。そ
し
て
こ
の
巡
回
連
絡

を
基
準
に
し
て
沢
市
カ

被
害
総
額
千
八
百
万
国

降

雨

量

四

百

ミ

リ

被

害

欣

況

後

寄

理

別

数

量

住
家
浸
水

(
尿

上

)

五

O
戸

IJ 

(
床
下
)

一
、
四
六

一一一戸

同

流

失

t.ll!. 

淡

五

O
町
三
反
三
畝

畑

グ

五
反
四
畝

グ

同

1同

三
一
一
二
町
三
反

冠

7I' 

農

作

物

一ニ
削
減

ー... 
国

流

失

一
三

町
五
反
分

山

林

四
カ
所

築

崩

7I' 

路

グ

同
カ
所

道

路

グ

四
カ
所

橋

梁

グ

三
カ
開

河

趨

JII 

洋
グ

一O
カ
所

そ

米
姿
水
浸
し
等

。

他

民

把誌

一四

民



(第74号)

夏

休

み

中

み

ん

な

て

守

楽

し

く

過

そ

り

い
よ

/
¥h
お
子
さ
ん
逮

陀
は
築
し
い
夏
休
み
が
や

っ
て
来
ま
す。

休
み
中
は
や
h
A

も
す
れ

ば
不
規
律
友
生
活
に
在
り

勝
ち
で
す
か
ら
家
庭
で
も

お
子
さ
ん
遠
の
指
導
に
は

十八ザ
策
を
つ
け
て
紫
し
い

夏
休
み
を
過
さ
せ
る
よ
う

忙
致
し
ま
し
ょ
う
。

夏
休
業
中
の
心
得

ム
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

-
七
月
二
十
一
日
よ
り
八

月
十
五
日
ま
で
午
後
八

時
吹
鳴

八
月
十
六
日
よ
り
八
月

コ
7
4
十
一
日
ま
で
は
午
後

七
時
三
十
分
吹
鳴

エアご.政

の
，ぃ
得

等
農
務
撒
布
の
閥
係
で
一
1
指
導
者
若
し
く
は
、

ぉ

一

る

。

一

牛

の

炭

日

コ
丙

に

特
に
注
意
し
、
小
川
で
一
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
土

2

K
衣
は
つ
け
て
外
出
す一

2
1
ι
-J

f

の
水
泳
は
、
や
め
ま
し
て

骨

片

同

日

じ

直

員

三

御

注

意

ょ

う

。

一

一

(
農
協
、
出
張
所

等

と

週

一

服

峨

窓

口

は

そ

の

ま

〉

一
先
週
、
佐
賀
燃
に
お
い

絡
'ぞ
と
り
詐
可
す
る
と

一

月

第

一
て
炭
・
姐
凋
陀
よ
り
牛
が
二一

3
M時

党
内
日

ド

一

一
元
大

村

財

務

事

務

所

一
同
一
一
一
一
日
…
抗
日

u
r

を
加
え
、
海
次
浴
場
で
一

従

来
、
大
村
東
彼
地
区

一
こ
と
に
な

っ
て
会
り
ま
す
一
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
飼
育

は
年
令
に
熔
U
て
指
導
一

の
燃
税
関
係
事
務
の一

切
一の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
一却の
は
殿
軍
に
注
意
し

て
下

す

る

。

一

を

処

…坐
し
て
す
た
寸
大
寸
一す

。

ハ

税
務
課
J

一
3
い
。

ム

皐

習

は

一

1

U

F

4
一

b
T

一
財
務
事
務
所
」
ハ
所
在
地
一

車
十
暗
ま
で
は
友
人一

一

の
家
に
遊
び
に
行
か
な
で
犬
村
市
騨
通
り
)
ば

今

般

一

食

品

行

両

者

は

j
~

い
で
勉
強
し
よ
う・

一
燃
の
機
構
改
革
に
作
い
六一

li
t
i
-
-
j
i
ll
iト
i
i
j
j
j
い

ハ
お
友
建
同
志
中
合
せ

一月
三
十
日
限
り
燦
止
さ
れ

一

hj
必

ず

届

出

た

て
賀
行
し
よ
う
J

一七
月

一
日
以
降
「
東
彼
北
一

l

j

j

、

1
/

ム
ア
ル
パ
イ
卜
は

一高
地
方
事
務
所
」
ハ
庁
一

公
衆
絹
生
。
鬼
一
地
か
ら

一

凍
乳
某
心
行
商
を
替
も

保
護
者
が
事
前
に
閣情一
段
一在
地
諌
早
市
雪
国
町
J
U
一食
品
行
商
じ
よ
る
衛
生
上
一

う
と
す
る
者
は
市
役
所

長
の
許
可
を
得
て
ヲ

一

一

の
危
害
を
防
止
す
る
た
め
一
経
由
、
勝
知
事
宛
凶
け

と
o

但
し
牧
益
の
わ

一統
合
さ
れ
ま
し
た
が
、
納
一長
崎
勝
食
品
行
商
取
締
一
保
一
の
上
、
登
録
を
受
げ
鑑

途
等
に
つ
い

τ
の
指
導

一税
者
の
便
宜
主
悶
ゐ
た
め
一例
が
制
定
3
れ
て
い
ま
す
一

札
を
所
持
し
な
け
れ
ば

を
加
え

る
。

一従
前
の
場
所
に
懸
税
収
納

一

こ

ο保
例
に
よ

り
、
一

営
業
が
出
来
な
い
こ
と

ム
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ヤ
ン

一
の
窓
口
ハ
牒
税
を
納
め
る
一

魚
介
似
内
制
、

魚
肉
ね
一
に
な
っ
て
い
ま
す

D

プ
は

一?とこ
ろゾ

が
存
置
さ
れ
る

-

り
週
日
間
、
氷
菓
子
、
冷
一
で
、
左
記
御
注
説
。
上

E

，
 
.. ，B
4
4
A
E
E『
4
4
4
a
E
E
E
Z
T
'
A

・E『4
4
4
a
E
E
4
4
4h
.
.
 ，4
4
4品
圃

E
a
z
ι
I
t
'
4
4
、‘園田園司、
、‘，園
E
'
骨
、
4
E
a
E
a

，、‘.
8

害
も
多
い
の
で
、
智
力
一

銭
が
乱
れ
が
ち
に
な
る一

引
卒
者
又
は
年
長
者
が
一
る
こ
と
。

一

が
っ
て
休
憩
す
る
乙
さ

の
充
分
で
な
い
女
児
を
一
の
で
注
立
す
る
こ
と
。

一

指
導
し

て
行
う
よ
う
に一

7
最
初
か
ら
い
き
な
り
水
一泊
川
て
泳
ぐ
と
き
に
は
品

持
つ
一

般
家
庭
の
親、

一
ロ
婦
人
が
昼
寝
又
一
は
添
乳
一
す

る
こ
と
。

一

に
飛
込
ま
な
い
三
と
。
一
れ
の
念
な
附
ゃ
、
渦
各
一
未
同
つ

5
1
至
缶
四細川
川

特
じ
母
親
が
普
段
か
ら
一
な
き
し
て
い
る
と
き
O
一4
非
常
に
体
が
疲
れ
て
い一

休

ο
F
部
か
ら
静
か
に
一
?
と
こ
ろ
え
は
川
h
D
一
ら
れ
る
主
う
通
刈
し
ま

現
段
の
蹄
り
選
、
遊
び一

態
度
じ
注
意
し
、
外
部
一
る
と
き
、
宗
一
眼
前
人
は
浦
一
全
身
を
水
に
つ
け
て
か
一
庚
す
ぎ
る
と
こ
ろ
ト
ル
避
一

場
所
、
夜
閣
の
遊
び
な

一
カ
ら
覗
き
兎
で
き
る
場
一
服
し
℃
い
る
と
き
、
飲
一
ら
泳
ぎ
は
り
め
る
こ
と
一
け
る
こ
と
。

一

A
二
十
九
年
安
門
ぱ
鐙
札
3

rに
つ

い
て
充
分
注
意

一
所
で

O
入
浴
、
行
水
そ
一

泊
し

て
い
る
と
き
、
そ
一

8
は
じ
め
て
の
場
所
な
ど
一U
泡
沼
ゼ
泳
ぐ
と
き
は
泥
一

一一
一回三

十

一
日
恨
り
無

し
て
お
く
こ
と
。

'
一
の
他
、

異
性
を
挑
獲
す
一
の
他
体
の
調
子
が
惑
い

一
で
は
暗
に
水
底
。
欣
況

一

深

い
と
こ
ろ
え
ば
乎
寧
一
効
と
な
っ
て
お
り
ま
す

ル
も
し
痴
諜
に

お
そ
わ
れ
一
る
よ
う
な
清
一
闘
を
な
さ
一
主
き
は
水
泳
を
し
左
い
一
ハ
岩
角
潟
一
伊
告
ら
を
一
藻
O
わ
る
よ
ご
っ
は
j

一
や
ら
前
日
中
賓
と
登
録
し

た
ら
無
益
在
抵
抗
を
さ

一

在

υこ
ミ

。

一

よ

う

に

す

る
之
と
。
一

よ
く

と
し
a

め
て
、

り
一
け
る

こ
と
。

一

セ

方

も
史

建

設

し

て

け
、
犬
撃
で
救
い
を
求
一
ハ
婦
人
が

一
人
で
留
守
番
一
5
涼
ぎ
に
自
信
の
な
い
人

一

ァ

、
カ

カ

・

一5
5

一

め
、
隙
を
尾
て
透
け
川
一

し
て
い
る
主
舎
の
各
種
一
は
泳
ぎ

の
達
者
な
人
と
一

ー?

?

に

す

る

こ

と
一1
一弘

一
一一
は

け

以

リ

一

ム
替
菜
、
れ
は
以
前
山
ら
営

一
ー
来
一訪
滑
に
は
充
分
注
意
一
一
緒
L
泳
ぐ
三
と
。
自
一9
橋
川
下
け
鴨
川
げ
た
D
処
一
捧
竿
、
綱
、

木
片
手
引
一
業
し
て
い
る

Z
、
新

ヲ
万
一
被
害

に
か
か
っ
た

一

し
て

廊
崎
待
。J
げ
は
こ

一

て
l
事

1
か
趨

り

や

す

一

一

し
く
側
め
る
方
も
す
ぺ

時
は
、
直
ち
に
瞥
察
に

一

定
の
距
離
を
保
つ
之
と
一
円
一
目
釘

れ
れ

一

い

D
で
泳
が
な
い
こ
と
一
一
す
れ
い
わ
目
立
一
て
皆
実
周

に
医
師
の
健

叫

んわ
円
一一
一じ

んど

-
-
城
市
川
寸
れ
い
げ

υr一
や
ぐ
ら
迄
行

っ

て

み

よ

一

九

円

聞

は

計

九

一

助

け

る

場

合

は

、
溺

土

問

一

日

刊

刊

行

け

ゴ

名
誉
に

ほ
充
分
辞
意
し

一

閣

で
も
内
部
が
、
ょ
く
一

う
と
無
謀
な
こ
と
を
し
一

川
崎
の
下
を
ぽ
り
ぬ
け
る
一
の
後
方

m
ら
行
つ
℃
町
一

く
円
十
年

Z
行
口
木
会
:

秘
密
は
絶
対
に
守

3
一

児
え
左
い
よ
ろ
に
し
て
一
で
は
な
ら
な
い
。
行
き
一

三・
と
状
危
険
で
あ
る
o

一

け
る
様
に
す
る
こ
と
。

一

課

3
九
最
小
川
川
川
町

一
品
、
家
庭
婦
人
の
心
得
一
お
く
こ

と

。

一

は
や
っ
1
」
辿
り

つ
い
て

一日
ー水
涼
未
熟

4
?な
H

と
に
ふ

-m水
浴
監
視
員
又
は
指
竺

明
に
拠
出
し
て
ド

3

、

イ
家
庭
に
い
る
と
き
は
版

一

一

も

時
・り陀

力
が
つ
き
て

一

ず
け
て
、

い
た
や
ら
を
一
員
の
居
る
場
所
で
は
必

一
A
T守
山
?
食
品
行

pr止-替

一
溺
れ
る
人
が
多
い。

一

一

少

、
そ
乃
指
示

に
従
い

一

.
ノ
イ

一

一

し

な
い
こ
と
(
背
後
ぷ
一

一

パ
T
も

D
は
九
千
間
以

水
禍
事
故
を
防
止
す
る
に
は
一
J

諒

辻

品
川
山
山
一
川
町

H
M
U川
社

刊

河

川

口

に

I
J
日
時
院
れ口

一
、
水
泳
上
の
注
意

一

2
水
浴
に
行
く
と
き
は
必

一

す
ま
が
り
ぜ
は
、
あ
わ
一
熟
者
で
な
く
と
も
念
に

イー
る共お 清盛 、
三 肥 りは夏家
主育 、不の 庭
が少開規随 生
ら年放 則 性 活
がを 的止で 上
多刺 生在 家 の
い激 滑 っ庭浸
かすさイ 生意

H 

奥みい父行ら
え、 て兄勤
社背の聞に特
い少言の 注 に
よ年勤l'!主意若
う に はU-~司 す い
に刺充J題る婦

j 補接工事遁行村大村駅から本堂川慣れ0道路 注 激到にと 人

意 を1)真iっとの

ハ ロ イ ハ

V'快ろ へlH1[、昼 間かつ集 在位入夜せ l司外 主人目、 意 作 家礎に覗り J浸す
、う iptI:三週 来月?間伴らて関 いでの 11日る来te。歩 渡 ー す ら陸仕すきをるる

r. ，;~ IflJと めるやで者 、い l可。もみ外三るす もき 後 椴 るな陀度る毘し時三
? rii場 。のだ1:10もを 成 るに 安 二 国 ι成 るし は の 女 三 い お は 三ぎては 主

多け道 人付・ 人事 被 全人す。人とやっ 婦 子と よ い端 とれ 、完 U

いき 、遇けの例害 と乃 る を き む L女の 。うて正。左屋全
処 け 山りる男が巴 ば至時 間 ば を し子心 に原に い 外 な
そて遣。三子多か 言 三 ほ 作信得 むの得 、肉し よよ 戸
通、は少 さの いか え 人婦 3現 がこ ー 注をて うり締

夏
季
の
駒
慨
を防
止
し
よう

特
に
性
犯
罪
を
防
止
す
る
に
は

市村大(旬刊)昭和 30年 7月初日(三)

つ

て
j
i
-
-

フ

は
危
険
で
あ
る
か
ら
充

分
注
意
し
、
な
る
ぺ
〈

壮
年
者
が
間
作
す
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

ホ
異
性
を
刺
激
す
る
よ
う

在
服
接
強
度

〈
特
に
露

間
的
在
服
装
d

陀
注
意

す
る
之
と

ω

へ
あ
や
し

い
人
が
追
随
し

た
ら
、
遠
慮
す
る
こ
と

な
く
人
家
に
飛
込
む
か

又
は
通
行
人
な

E
に
救

い
を
求
め
る
こ
と
。

ト
勤
務
蹄
り
が
遅
く
な
っ

た
よ
う
な
と
き
は
、
もな

る
ぺ
く
人
家
の
多
い
処

明
る
い
人
通
り
の
多
い

LL
Z
ろ
を
通
る
よ
う

に

す
る
こ
と
。

チ
知
ら
ぬ
男
か
ら
言
葉
を

か
け
ら
れ
た
時
は
決
し

て
作
り
笑
い
を
足
せ
た

り
、
う
ま
い
言
葉
に
ひ

っ
か

L
る
こ
と
D
在
い

よ
う
肥
す
る
ご
と
ロ

リ
ヒ
ロ
ポ
ン
使
用
芳
・
止
の

交
際
を
さ
け
る
こ
と
。

渡
作
的

に
暴
行
ぎ
れ

る

ヱ
エ
」
が
あ
る
。

ー
然
り
'M
一
ヌ
最
近
の
昨
従
と
し
て
十

吋
℃
L

，んに

川

目

一

f
イ
味
付
、l

勺
少
FK
ゅ
彼

農繁!割問!鬼聞は市内八ヵDfてき凋かれました 写民間i1"係

司‘3・4・4原口第一公民館。託児所ぜ遊技に夢中。子供述

ム
茨
泊
は
牛
、
馬
、
羊
、

山
羊
ま
れ
陀
版
、
犬
に

感
染
し
、
家
轟
と
接
触

す
る
人
に
も
感
染
す
る

三
と
が
あ

る
。

ム
症
欣

主
念
性
の
場
合
は

突
然
林
倒
し

て
死
亡
し

そ
O
天
然
孔
(
鼻
腔
、

口、

紅一
門、

股
等
ゾ
よ

り
山内血
し
て
い
る
。

普
遁
の
場
合
は
突
然
山

一
度
以
上
の
発
熱
.m
あ

り、

食
欲
、
元
筑
が
在

く
な
り、

乳
汁
つ
分
必

が
停
止
し
て一

夜
で
死

亡
す

る
。

ム
以

K
D
症
状
C
死
亡
し

た
場
合
は
直
ち

に
大
付

家
畜
保
織
衛
生
所
陀
連

絡
す
る
こ
と
。

ム
家
畜
保
治
街
生
所
で
は

レ科
病
予
防
D
た
め
牛
じ

対
し
て、

早
急
医
予
防

山内
射
を
実
施
す
る
計
画

で
あ
る。

(
家
者
保
険
街
宅
所
ゾ



九
州
初
の
長
距
離
v
j
ス

大
村
競
艇
の
舵
奉

海
上
保
安
部
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
参
加

りよ?ご政市村大

働

懸

賞

一

宛

先

・

・

事

業

謀

関
翠
・
八
一
村

一賞
品
;・
置
時
計

会
コ
一
、

0
0
0米
〉
の
一
i

グ
シ
ド
外

所
要
時
間
は
何
分
何
秒
一
製
表
:
・
七
月
一
二
・
1
日
ハ
的

3
c
し
k
i
-
r
?
一
中
者
多
数
の
場
合
は
抽

4

μ

&

4

4

・
'
L
干
d

ふ
ん

t

，一

メ
切
-
u

・七
月
二
十
五
日
の
一
せ
ん
に
よ
る
〉

消

印

有

効

一

ム
日
時
:
七
月
二
十
六
日
午
前
九
時
玖
島
海
岸
を
主

;
i
l
l
i
l
i
--
-

大
を
合
図
に
出
発
す
る
。

〈
荒
天
む
と
き
は
翌
日
)
一
僕
も

3μ
ト
ド
ダ
プ

A
各
地
到
着
時
間
:
・
南
風
崎
九
時
宅
十
五
分
、
早

岐

一

貴

女

も

ク

匹

♂

張

、

先

十
時
佐
世
保
十
時
間
コ
分

一

ム
燃
料
補
給
:
・
各
艇
と
も
補
助
グ
ン
ク
を
準
備
し
、

一は

少

年

に

明

る

い

心

ミ

生

活

を

犬

崎

岬

附

近

で

給

油

す

る

も

の

と

す

る

下

分

ニ

と

一

ム
蹄
路
:
・
佐
世
保
…
出
港
十
コ一
一時、

早
岐
十
三
一時間

O
一

s
七
月
一
日
か
ら
三
一
少
女
達
が
、
よ
わ
よ
き
市

分
、
川
棚
ヤ
四
時
十
瓦
分
、
彼
杵
十
四
時
五
十
五
一

B

十
一
日
ま
で
一
ヵ
一
民
と
な
る
よ
う
に
、
活
動

分
、
秘
原
十
五
時
四

O
分
、
大
付
着
十
六
時
二
圧

一
B

月
聞
に
亘
っ
て
賀
一
し
て
い
る
青
年
運
動
で
あ

分
、
川
棚
、
彼
杵
、
松
原
告
海
水
浴
場
に
於
て
模
一
施
3
れ
る
、
「
枇
会
を
明
一
り
ま
す
。
こ
の
B
B
S
遜

擬

ν
!
ス
を
実
施
す
右
〈
所
要
時
閣
各
約
一二
O
分
)
一
る
く
す
る
運
動
」
の
一
つ
一
動
乃
棋
が
精
一
岬
は
子
供
。

ム
持
州
諸
九
州
持
協
同
結
%
削
一

UFJruqd一
日
出
慌
時
間
同

社
即
時
鴨
川
河
畑
町
一
ヘ
リ
コ
プ
一
一
一
耕
一
紛
れ
と
い
お
出
開

時
一脳
番
号
瓦
干
名
一
年
令
一制
身
一体
重
一?

?

一
艇
一
人
は
な
い
と
思
い
ま
す
糾
一

M
U
M
-
mリ
一
守
川
川

一
一
六
0
一
浜
岡
力

一回一

一大
村
-
六
A
一

一
一
三
コ
一
九
一
日
目

h
q
s」
主
は
何
一
に
ふ
れ
て

111?い
希
酌

4
U到
恥

劃

司

ヨ

引

「

」

到

斗

川

一
先
歩
引
の
語
版
を
調
ぺ
ま
一
諸
問
問

γ
げれ

判

引

刻

劃

引

釦

討

U
コ

引

「

斗

判

引

則

一

す

兆

ZhHぽ
山
川
国
ア
法
る
こ
と
が
根
本
な
の
で
か

叫
副
斗

W
E引
E司
討

判

」

判

引

一

詩

γ
以
内
乃
花
即
も
一
り
ま
す
。

凶
閉
口
同
開
凶
山
間
凶
問
問
一
切
バ
暗
殺
立
泣
一
口
品
川
分
。
人
げ

六
一
回
一
=
一
山
下
正
義

一三一

一長
崎
一六
八
一

一一八
一五
五
人
一
は
人
生
行
路
の
途
上
、
道
一
が
一
次
の
少
年
を
ゾ
と
い

ー
ト
l
IL
I
-
-
L
i

p-
-
「
l
「
|

|

一
|
ー
を
ま
ち
が
え
た
少
年
少
女
一
ぅ
方
式
で
、
一
人
の
人
の

楠
欠
山
下
勇
、
山
崎
尚
一
議
備
モ

l
グ
l

一
三

O
た
め
に
、
あ
る
特
別

の
一
人
格
と
人
格
の
感
化
力
を

四

二

艇

二

一

四

ρ

指

導

長

ド

モ

D
少
年
一

2
し
て
い
く

l
U
D
少

(四)昭和30半 7ij 20日

海
事
思
想
の
普
及
、
海
雄
投
助
を
本
旨
と
し
、
併
せ

て
競
艇
記
念
日
創
設
刷
賀
、
西
海
閥
立
公
閥
指
定
祝

賀
の
目
的
を
以
て
大
村
趨
縦
断
長
距
離

ν
i
ス
を
実

施
致
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
D
御
声
援
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
な
お
本
・

ν

l
ス
に
つ
い
て
の
懸
賞
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
奮
っ
て
熔
募
下
さ
い
。

A
編

成
θ
使
用
モ

l
グ
ポ

l
ト
の
性
能

ー
モ

l
グ
l
キ
ヌ
タ
B
却
型
市
馬
力
速
力
毎
時
引
粁

2
‘ポ

l
ト
ラ
ン
ナ
ー
パ
ウ
ト

弓
使
用
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
は
六
艇
を
以
て
編
成
し

橡
備
艇
と
し
て
二
艇
を
準
備
す
る
。

匂
本
計
一
聞
は
大
村
潟
縦
断
長
距
離

v
l
ス
と
し
、

玖
島
崎
海
岸
主
わ
早
岐
ま
で
一

一場
K
航
走
す
る
も

の
と
す
る
。
乗
艇
者
は
地
元
ベ
テ
ラ
ン
選
4
?
と
融

・0
。
⑮
佐
世
保
港
内
ハ
競
輪
場

-rv
は
佐
世
保
港
長
よ

り
許
可
を
受
け
た
地
点
に
於
て
、
一
周
六

O
O米

の
コ

l
ス
を
標
示
し
展
示
航
走
、
並
に
模
擬
レ
ー

ス
を
実
施
す
る
。

@
区
間
の
普
備
は
主
と
し
て
当
競
艇
警
備
艇
一て隻

を
充
て
る
が
、
海
上
普
備
は
へ
り
ポ

l
ト
忙
要
請

し
必
要
に
よ
り
到
着
港
の
役
場
、
漁
業
曾
、
及
び

青
年
圏
の
癒
援
を
得
て
、
警
備
》
び
救
助
の
万
全

を
期
す
る
。

印
字
計
一
闘
の
実
施
に
際
し
て
は
朝
日
、
毎
日
、
西

日
本
、
長
日
、
民
友
、
時
事
、

N
H
K
、
ラ
ジ
オ

長
崎
、
佐
世
保
の
後
援
の
も
と
鯨
競
走
曾
、
選
手

曾
の
協
力
を
得
て
貰
施
す
る
。

(旬刊)(第74号)

庫倉防れき
叫
賊κ
 

防提原上

。叫
流
山
上
国
柵
一
回
郡6月末

瞥

θ
品
J

船

。
号
的

。
号
舶

火災直後。常盤E使館と
消火作業中の滑防圏

漁
業

昭
和
m
幼
年
以
来
。
思
い
出

お
万
国
を
出
資

去 る?月41:1

一
一
一
間
協
曾
接
足

昭
和
二
十
一
方
公
共
闘
休
を
合
員
と
し

七
年
十
二
一
て
漁
業
信
用
基
金
協
会
を

月
二
十
七
一
設
立
し
こ

の
協
会
が
中
小

日
公
布
施
一
漁
業
者
で
あ
る
会
員
の
金

行
と
な
っ
一
融
機
関
に
封
す
る
借
入
債

た
中
小
漁
一
務
を
保
越
し
、
そ
の
保
詮

業
融
資
保
一
に
政
府
保
除
去
附
す
る
制

詮
法
に
よ
一
度
を
確
立
す
る
た
め
制
定

り
、
中
小
一
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ロ

漁
業
者
の
資
金
の
融
通
を
一
金
融
機
関
か
ら
適
例
左
融

制
滑
医
す
る
た
め
、
各
勝
一
資
を
得
て
本
燃

の
中
小
漁

毎
に
漁
業
者
、
漁
業
協
同
一
業
の
振
興
を
闘
る
た
め
関

組
合
な
ど
の
民
間
関
係
者
一
係
者
に
お
い
て
、
出
資
制

と
市
町
村
、
及
び
燃
の
地
一
額
一
億
八
千
万
闘
を
目
標

年
や
少
女
に
及
惜
し
て
い

く
こ
と
で
あ
め
ま
す
。
去

る
六
月
什
六
日
、
大
村
地

区
内
の
各
保
護
司
の
肝
煎

り
で
新
し
く
加
入
し
た
熱

心
主
食
員
十
数
名
に
よ
っ

て
「
大
村
B
B
S
曾
」
の

誕
生
を
尾
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
誠
に
喜
ば
し
い
乙

と
で
今
後
の
発
展
を
祈
る

と
共
じ
、
市
民
多
数
の
御

理
解
と
御
協
力
を
御
闘
い

し
ま
す
。
〈
市
教
育
委
員
曾
ゾ

栄
養
こ
そ
健
康
の
素

農
繁
期
の
重
労
働
に
備
え
て

ーた 合玖究十究式去 図五きで の 生てと基と 111¥農の少なかソ τ iこりの腹季六
課め jlft島 所八所をる 立万二中懇活もと金し!て繁病くくすり、従なや「はで七農
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全庁、元予月地た六地球資年業寄上海、を崎1ま吃統またりたと農す主ヵつ激設皆
小故現大定十は 閣 十決研 し十融輿と 零 大設!賂 jす凋計せり、りし集。食リめ努も様
関 ~)j 地村で六、立ーま究たー資す中細村立漁 iro 人をんすお、 た 期 に」三 f'L.ttに
1糸漁調 i噂あ 日昭其日る所。月法る小漁市す業1働が見。る乳夜時が 税食みよしと
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ー第 の珠た研 二研所 十、義的議。し 三用 1力くも村が出がツえ 勝在義昼時て
竣りの究帯内と行えんぜを l時 えま乳ま減は強目。い普 いとあと死過起取が Iを
工者で所を 'C'51さが る oい食乞るす児するべな立肉こ戒食主しりはやぎしれ各紙l!l
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た十はをに地元ご i主 l牛んで三まはん児人い前がい ο蛋けのしJl旨・吃!盛る oと養食央
も月咋決鵡火付部 l礼 D "まとく'けなまだわ後、る棄白れ努ま肪か調者所米泊素もれ
D 二平定察び l行畏 l もおあはさしこでけれ D~基こ o 質ば働しをロ査がで食{じの必る
で十そし し附 毘外 IR基金 り;此もくともでて休紫ミイミ、在でよ忘リ済多はを 器 q主要 カ
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る日よも研一案 J員悶換ぜてーく考せくりがに周がまなも。な誠で工中りをがす 9

に
は
た
る
べ
く
家
内
中
で
一
水
を
飲
む
量
が
多
〈
な
わ
同

頂
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
一
ま
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が
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む
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に
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み
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干
、
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る
め
、
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三
一
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す
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と

鯨
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等
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存
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一
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湯
、
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葉
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塩
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合
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勺
に
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れ
て
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す
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塩
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菜
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落
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菜
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や
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染
瑠
刊
を
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戸
、
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タ
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